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一
般
質
問

小学校の早朝開放を
長岡京未来の会
小谷　宗太郎

ファミリーサポートセンター事業について/
公共施設の耐震調査について　　　　　　　

その他の
一般質問

一
般
質
問
と
は
、
本
市
の

行
政
事
務
全
般
に
つ
い
て
、

議
員
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

な
ど
を
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

議
案
と
は
何
ら
関
係
な
く
、

自
由
に
質
問
で
き
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

12
月
定
例
会
で
は
、
17
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

自治会等の地域支援
の取り組みは
公明党
福島　和人

恵解山通りにおける児童の安全対策についてその他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
新
た
な
宅
地
開
発
や
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
も

増
え
る
一
方
で
、
自
治
会
が
未
組
織
の
地
域
が
あ
る
こ
と
は
、

本
市
の
自
治
会
加
入
率
が
半
数
を
切
り
、
そ
の
後
も
減
少
傾

向
に
あ
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
新
た
な
開
発
地
域
に
対
す

る
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
や
活
動
支
援
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
に
、
行
政
や
地
域
と

の
窓
口
と
な
る
機
能
や
住
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
た
（
仮
称
）
マ
ン

シ
ョ
ン
等
み
な
し
自
治
会
の
登
録
制
度
を
、
令
和
７
年
１
月

よ
り
創
設
す
る
。
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン

と
行
政
の
つ
な
が
り
を
守
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
後
、
自
主
防
災
会
や
自
治
会
の
設
立
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
つ
な
が
り
の
支
援
を
大
規
模
住
宅

開
発
等
の
未
組
織
地
域
な
ど
に
も
ア
レ
ン
ジ
し
て
展
開
す
る

な
ど
、
柔
軟
で
多
様
な
地
域
支
援
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

問
（
議
員
）
　
現
在
、
本
市
の
小
学
校
で
は
午
前
８
時
以
降
に

登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
保
育
園
で
は

午
前
７
時
半
か
ら
預
け
ら
れ
て
い
た
共
働
き
の
家
庭
で
は
出

勤
時
間
の
変
更
を
迫
ら
れ
る
な
ど
の
影
響
が
出
て
い
る
。
大

阪
府
の
自
治
体
で
は
、
午
前
７
時
か
ら
小
学
校
に
登
校
で
き

る
事
業
を
４
月
に
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
１
学
期
の
利
用
者
は

延
べ
５
９
０
０
人
に
も
上
っ
た
と
聞
く
。
本
市
で
も
共
働
き

世
帯
が
増
え
て
き
て
い
る
中
、
小
１
の
壁
対
策
と
し
て
、
午

前
７
時
頃
か
ら
学
校
を
開
門
す
る
な
ど
小
学
校
の
早
朝
開
放

に
取
り
組
み
、
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
の
図
書
室

な
ど
で
勉
強
や
待
機
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。　

答
（
市
側
）
　
小
学
校
の
早
朝
開
放
に
つ
い
て
、
本
市
の
小
学

校
は
集
団
登
校
が
原
則
の
た
め
、
本
市
で
の
導
入
に
つ
い
て

は
今
の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
な
い
。
今
後
、
国
の
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
近
隣
自
治
体
へ
の
情
報
収
集
な
ど
を
行
っ

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
質
問
っ
て
な
に
？
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地域猫活動に対する
本市の支援は
日本共産党
広垣　栄治

合理的配慮の提供について／福祉器具への支
援の拡充について／福祉避難の充実について

その他の
一般質問

青少年の健全育成にお
ける今後の展望は

―その他の
一般質問

竹寿苑と粟生自治会館
の今後の在り方は
平成西山クラブ
上村　真造

米国短期交換留学事業に関して／母子保健と児童
福祉の連携に関して／長岡公園の再整備に関して

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
野
良
猫
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
増
加
す
る

中
、
地
域
猫
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
勘
違
い
や
思
い
込

み
な
ど
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
や
す
い
。
周
辺
住
民
の
理

解
に
向
け
た
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

地
域
猫
活
動
を
す
る
人
々
に
、
市
と
し
て
活
動
を
公
認
す
る

必
要
も
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
の
補
助
金
や
、
公
益
財
団
法
人
動
物
基
金
が
行
っ
て

い
る
手
術
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
へ
の
申
し
込
み
、
捕
獲
器
の
貸

し
出
し
な
ど
の
制
度
を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
団
体
や
個
人
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
主
体
的
に
活
動
が
出
来
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
の
制
度
や
対
策
に
よ
り
猫
に
関
す
る
苦
情
件
数
は
減
少

し
て
お
り
、
こ
の
仕
組
み
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
地

域
猫
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
公
認
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。
引
き
続
き
効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
（
議
員
）
　
長
岡
京
市
第
４
次
総
合
計
画
第
２
期
基
本
計
画

で
は
、
６
つ
の
柱
の
一
つ
「
こ
ど
も
」
に
お
け
る
地
域
子
育

て
支
援
の
分
野
で
青
少
年
の
健
全
育
成
の
施
策
が
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
本
市
は
学
校
を
支
援
す
る
地
域
組
織
な
ど
を

通
じ
て
、
子
ど
も
が
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
成
長
で
き
る

よ
う
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
育
成
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、

市
の
今
後
の
展
望
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
健
全
育
成
の
取
り
組

み
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
で

あ
る
。
令
和
５
年
に
策
定
を
し
た
助
け
合
い
と
つ
な
が
り
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
お
い
て
も
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
地

域
課
題
、
自
然
災
害
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
民
に

よ
る
地
域
の
支
え
合
い
の
活
動
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

今
後
も
各
団
体
の
主
体
性
や
意
思
決
定
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
必
要
な
活
動
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、

適
切
に
団
体
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　

問
（
議
員
）
　
多
く
の
市
民
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
き
た
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
竹
寿
苑
は
、
老
朽
化
に
よ
り
、
健
幸
す
ぽ
っ

と
の
び
の
び
苑
と
し
て
新
築
、
移
転
さ
れ
、
そ
の
役
割
を
終

え
た
。
竹
寿
苑
と
、
竹
寿
苑
の
別
館
と
し
て
一
緒
に
建
設
さ

れ
た
粟
生
自
治
会
館
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
竹
寿
苑
は
、
更
地
と
し
た
上
で
利
活
用
を
図
る

方
針
で
あ
る
が
、
現
敷
地
は
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
調

整
区
域
で
あ
る
た
め
、
竹
寿
苑
を
解
体
す
る
と
、
同
じ
敷
地

内
で
一
体
的
に
整
備
を
し
た
粟
生
自
治
会
館
の
存
続
も
困
難

と
な
る
。
今
後
の
自
治
会
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
粟
生

自
治
会
と
一
緒
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
自
治
会

に
対
し
て
、
検
討
会
の
立
ち
上
げ
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
の
在
り
方
の
結
論
が
出
る
ま
で
は
、
竹
寿
苑
を
福
祉
施
設

の
備
品
倉
庫
と
し
て
活
用
し
、
現
行
の
粟
生
自
治
会
館
も
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
。　
　
　
　
　
　
　

軽度認知障がいの早期
発見の方法は
公明党
石井　啓子

ヤングケアラーに関して／ＨＰＶワクチン接
種に関して　　　　　　　　　　　　　　　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
物
忘
れ
な
ど
の
症
状
は
あ
る
が
、
認
知
症
と
は

診
断
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
軽
度
認
知
障
が
い
に
つ
い
て
、

Ｖ
Ｒ
機
器
を
使
用
し
た
検
査
が
あ
る
。
従
来
の
対
面
式
の
検

査
に
比
べ
て
、
検
査
時
間
も
５
分
と
短
く
、
発
見
の
精
度
も

高
い
と
聞
く
。
今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
の
た
め
、
ま
た
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
Ｖ
Ｒ
機
器
を
使
用
し
た
検
査
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
Ｖ
Ｒ
機
器
を
使
用
し
た
認
知
機
能
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
カ
ー
は
、
対
面
式
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
比
べ
る
と
簡
単
に

気
軽
に
実
施
で
き
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
に
軽
度
認
知
障

が
い
啓
発
の
機
会
と
し
て
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

方
で
、
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
軽
度
認
知
障
が
い
の
リ
ス
ク
が
あ

る
と
さ
れ
た
方
に
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
り
、
医

師
会
と
連
携
し
た
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
で
の
支
援
体
制
の

充
実
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。　
　

中村　亮太
長岡京黎明の会

れい めい
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就学援助制度利用に
向けた取り組みは

保育行政に関して　　　　　　　　　　　　その他の
一般質問

新庁舎に機能移転する
施設の跡地活用は
平成同志クラブ
田村　直義

日本共産党
小原　明大

万博関連経費／子どもを性被害から守る取り
組みについて／子ども・子育て支援事業計画　

「ヤングケアラー」支援について／児童生徒の万博
派遣について／市民活動サポートセンターについて

その他の
一般質問

運動促進に向けたベン
チの有効利用は
長岡京未来の会
川口　良江

その他の
一般質問

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

軽度認知障がい
軽度認知障がい（ＭＣＩ：Ｍｉｌｄ　Ｃｏｇｎｉｔ
ｉｖｅ　Ｉｍｐａｉｒｍｅｎｔ）とは、記憶力に軽度
の低下がみられるものの、日常生活は問題なく送るこ
とができている、認知症と診断される手前の状態のこ
とです。放置すると認知機能が低下していき、認知症
に進行する恐れがありますが、早期から認知症予防の
対策を行うなど適切な対応をすれば認知機能が改善す
る可能性があります。記憶力に軽度の低下がみられる
場合が多いため、もの忘れが多いと感じたり、周りの
人から指摘されることが多くなったりするなど違和感
があれば早めに受診することが重要です。　　　　　

就学援助制度
子どもが小・中学校へ通うにあたり、経済的な理由
で就学が困難な家庭に対し、学用品費や通学用品費な
どの援助を行う制度です。在籍している学校へ申請書
など一式を提出し、審査の結果、援助対象世帯として
認定されると、認定区分に応じた援助が受けられます。

問
（
議
員
）
　
健
康
維
持
の
た
め
の
運
動
は
、
買
い
物
や
散
歩
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
も
手
軽
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
安
心
し

て
歩
い
て
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
、
ベ
ン
チ
の
設
置
を
求
め
る

声
を
多
く
の
方
か
ら
聞
く
が
、
本
市
に
お
け
る
ベ
ン
チ
の
設

置
基
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
の
設
置
を

求
め
る
多
く
の
市
民
の
声
が
あ
る
現
状
を
受
け
、
市
の
方
針

は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
に
お
け
る
ベ
ン
チ
設
置
の
た
め
の
独
自
の

基
準
は
な
い
が
、
道
路
法
施
行
令
で
は
、
ベ
ン
チ
は
植
樹
帯

の
所
在
な
ど
道
路
状
況
を
勘
案
し
、
歩
行
者
の
た
め
の
有
効

幅
員
が
２
メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
で
き
る
こ
と
で
、
道
路
管
理

上
支
障
が
な
け
れ
ば
設
置
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ン
チ
設

置
の
要
望
に
対
し
て
は
、
設
置
箇
所
の
条
件
や
近
隣
の
方
々

の
ご
理
解
、
さ
ら
に
安
全
性
や
構
造
面
な
ど
の
整
理
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
も
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
諸
条
件
の
整
理
を

し
な
が
ら
設
置
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

問
（
議
員
）
　
長
岡
京
市
公
共
施
設
等
再
編
整
備
構
想
２
０
２

１
で
は
各
公
共
施
設
の
再
編
方
針
が
示
さ
れ
、
各
施
設
の
状

態
や
劣
化
状
況
も
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は

移
転
後
の
跡
地
活
用
の
方
向
性
が
未
定
と
な
っ
て
い
る
。
新

庁
舎
に
機
能
移
転
さ
れ
る
施
設
の
跡
地
や
図
書
館
に
生
じ
る

空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
は
、
よ
り
早
く
活
用
の
方
向
性
を
示
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
在
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
新
庁
舎
に
機
能
移
転
す
る
施
設
と
し
て
、
産
業

文
化
会
館
の
跡
地
は
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
の
代
替
地
と
し

て
活
用
す
る
方
針
に
変
わ
り
な
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
跡
地

に
は
多
世
代
交
流
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
ら
さ
の
機
能
を
、

こ
ら
さ
の
跡
地
に
は
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

移
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
つ

な
げ
ら
れ
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
魅
力
あ
る
空

間
に
す
る
た
め
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
て
い
く
。　

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
就
学
援
助
制
度
の
対
象
と
な
る
基

準
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
対
象
基
準
の
明
示
に
つ
い
て
の

見
解
は
ど
う
か
。
ま
た
、
制
度
利
用
の
申
請
方
法
に
つ
い
て
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
の
電
子
申
請
は
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
を
待
つ
と
先
の
議
会
で
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
着
手

に
つ
い
て
の
見
解
は
ど
う
か
。
保
護
者
全
体
に
申
請
書
提
出

を
求
め
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
は
、
複
雑
な
計
算

を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
保
護
者
が
自
身
の
試
算
を
基
に
基

準
に
満
た
な
い
と
判
断
し
、
申
請
を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
基
準
の
明
示
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
電

子
申
請
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
適
切
な
時
期
を
見
定
め
て
導
入
を
検
討
す
る
。

保
護
者
全
員
に
申
請
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
つ
い
て
は
、

申
請
漏
れ
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
が
、
克
服
す
べ
き
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。　
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ＤＶ被害者の保護と支援の充実を／物価高騰
の市民生活応援　早急な対策を　　　　　　

その他の
一般質問

駐車場事業債完済後の
収益利用は
日本共産党
二階堂　恵子

指定ごみ袋の改善について　　　　　　　　その他の
一般質問

児童扶養手当の申請・
確認方法の改善を
日本共産党
中村　歩

公園・広場の熱中症
対策の方針は
輝（かがやき）
大伴　塁

防災施策について／学校設備について／多胎
妊娠支援について　　　　　　　　　　　　

その他の
一般質問

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

長岡京市公共施設等再編整備構想２０２１
限られた財源の中で、社会情勢や市民ニーズの変化
に対応すると同時に、総合的・長期的視点から、公共
施設等について経営戦略的に管理・活用し、市民サー
ビスの質の更なる向上を推進することを目的に策定さ
れました。「長岡京市公共施設等総合管理計画」の方
針を受けて、今後の公共施設の再編整備に向けた在り
方を示すとともに、用途別の施設の方向性について定
めるものです。市が所有する全公共施設（建築物）お
よびインフラ施設に付随する建築物を対象とします。
対象期間は２０１８年度から２０３２年度までの１５
年間です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

長岡京市第２次みどりの基本計画
みどりの基本計画とは、都市緑地法に基づき策定す
る「緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画」で、
みどりのまちづくりについての将来の姿を描き、それ
を実現するための緑地の適正な保全や公園・広場の整
備、緑化の推進などの方策を示すものです。現行計画
の目標年次が令和７年度であることから、次期計画と
なる第２次みどりの基本計画を策定中です。　　　　

問
（
議
員
）
　
令
和
６
年
度
で
市
は
長
岡
京
駅
西
駐
車
場
の
事

業
債
の
償
還
を
終
え
る
。
完
済
後
は
毎
年
償
還
し
て
い
た
約

３
２
０
０
万
円
が
新
た
な
収
益
と
な
る
。
こ
の
資
金
を
弾
力

的
に
活
用
す
る
た
め
に
、
公
共
交
通
の
維
持
確
保
を
目
的
と

し
た
基
金
を
つ
く
る
と
の
こ
と
だ
が
、
３
２
０
０
万
円
を
ど

の
よ
う
に
積
み
立
て
て
充
実
さ
せ
る
の
か
。
ま
た
、
事
業
債

償
還
後
の
令
和
７
年
度
予
算
で
は
、
ど
の
よ
う
に
市
民
に
還

元
す
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
駐
車
場
事
業
債
の
完
済
後
も
、
駐
車
場
事
業
基

金
へ
の
積
み
立
て
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
交
通
の

充
実
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
償
還
金
額
の
全
て
を
、
新
た

な
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
で
生

じ
た
余
剰
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
機
関
の
維
持
確
保
の
た

め
に
充
て
る
こ
と
で
、
広
く
市
民
へ
還
元
す
る
方
針
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
令
和
７
年
度
予
算
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
（
議
員
）
　
ひ
と
り
親
家
庭
が
対
象
の
児
童
扶
養
手
当
を
申

請
す
る
際
に
、
未
婚
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は
実
態
確
認
の
た

め
、
死
別
や
離
婚
の
ひ
と
り
親
に
は
不
要
な
民
生
児
童
委
員

の
署
名
捺
印
が
必
要
で
あ
る
。
民
生
児
童
委
員
に
実
態
確
認

の
署
名
を
頼
む
こ
と
は
大
き
な
心
理
的
苦
痛
を
も
た
ら
す
が
、

女
性
支
援
法
の
趣
旨
に
沿
い
、
心
理
的
負
担
も
考
慮
し
た
申

請
・
確
認
方
法
に
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
児
童
扶
養
手
当
は
、
国
や
京
都
府
が
統
一
的
に

実
施
す
る
よ
う
、
一
定
の
参
考
様
式
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一

部
の
書
類
に
は
民
生
児
童
委
員
な
ど
の
証
明
を
必
要
と
す
る

ほ
か
、
支
給
開
始
後
も
支
給
要
件
の
確
認
の
た
め
、
民
生
児

童
委
員
に
照
会
す
る
こ
と
が
あ
る
。
適
正
支
給
の
原
則
は
変

わ
ら
な
い
が
、
国
や
京
都
府
で
は
確
認
方
法
に
つ
い
て
民
生

児
童
委
員
の
署
名
を
原
則
と
し
つ
つ
、
こ
れ
に
限
ら
な
い
取

り
扱
い
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
近
日
中
に

一
部
様
式
変
更
な
ど
を
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

問
（
議
員
）
　
令
和
五
年
第
一
回
議
会
定
例
会
で
公
園
の
熱
中

症
対
策
な
ど
の
質
問
を
し
、
日
よ
け
に
つ
い
て
は
可
能
な
範

囲
で
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
旨
の
答
弁
を
得
た
が
、
現

状
、
長
寿
命
化
の
更
新
を
さ
れ
た
公
園
で
は
日
よ
け
増
設
が

進
ん
で
い
な
い
。
第
２
次
み
ど
り
の
基
本
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
日
よ
け
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
公
園
・
広
場
の
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
、
方
策
を
示
す
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
側
）
　
昨
今
の
気
候
変
動
の
状
況
な
ど
を
考
え
れ
ば
、

身
近
な
街
区
公
園
に
も
日
よ
け
を
計
画
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
が
、
屋
根
の
つ
い
た
日
よ
け
の
建
築
面
積
に
は
法
律

上
制
限
が
あ
り
、
小
さ
な
公
園
で
は
設
置
が
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
公
園
で
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
水
道
施
設
の
設
置
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
も
遊
び

の
環
境
の
整
備
・
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
屋
根
の
あ
る

休
憩
施
設
な
ど
、
全
天
候
型
の
遊
び
場
に
つ
い
て
第
２
次
み

ど
り
の
基
本
計
画
で
方
向
性
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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室内で遊べる環境整備
の検討内容は
輝（かがやき）
冨田　達也

加齢性難聴者に対する
補聴器購入補助は

その他の
一般質問 デジタルプラットフォームの活用について　その他の

一般質問

《 

請
願・陳
情
と
は 

》

　
　
請
願
と
陳
情
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
意
見
や
要
望

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の
方
法
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
市
議
会
は
、
提
出
さ
れ
た
請
願
や
陳
情
の
内
容
を
審
査
し
、
そ
の
趣
旨

が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
関
係
機
関
に
送
付
し
、
そ
の
実
現
を
求
め
ま
す
。

《 

提
出
方
法 

》

○
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は
市
の
指
定
様
式
を
使
い
、
邦
文
、
横
書
き
で
請

願
・
陳
情
の
趣
旨
と
理
由
、
提
出
年
月
日
、
提
出
者
の
住
所
な
ど
を
記
入

の
上
、
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

○
請
願
に
は
紹
介
議
員
１
名
以
上
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
署
名
簿
を
提
出
す
る
場
合
、
住
所
は
地
番
ま
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。　

○
代
表
者
が
２
人
以
上
の
時
は
、
１
人
に
決
め
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

○
請
願
書
・
陳
情
書
の
写
し
（
請
願
者
・
陳
情
者
の
住
所
・
氏
名
等
が
記
載

さ
れ
た
文
書
）
は
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
２
つ
以
上
の
願
意
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
別
々
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
長
岡
京
市
議
会
ま
た
は
、
長
岡
京
市
の
権
限
に
属
さ
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
受
理
し
て
も
審
査
し
が
た
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

《 

提
出
後
の
流
れ 

》

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
そ
の
内
容
を
所
管
す
る
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
願
・
陳
情
の
委
員
会
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
提
出
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

委
員
会
開
催
前
に
内
容
の
趣
旨
説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を　
　
　

ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

問
（
議
員
）
　
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
に
つ
い
て
、

知
識
の
普
及
に
向
け
た
事
業
の
一
つ
に
き
こ
え
の
教
室
が
あ

る
が
、
こ
の
教
室
の
目
的
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

令
和
６
年
９
月
議
会
で
は
、
補
聴
器
の
適
切
な
購
入
・
活
用

に
つ
な
が
る
知
識
の
浸
透
を
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
き
こ

え
の
教
室
を
受
け
た
方
を
対
象
に
補
聴
器
購
入
の
補
助
を
行

っ
て
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
き
こ
え
の
教
室
は
、
聞
こ
え
に
課
題
を
感
じ
て

い
る
方
に
対
し
て
、
聞
こ
え
や
補
聴
器
の
仕
組
み
な
ど
を
通

じ
、
難
聴
の
種
類
や
補
聴
器
で
で
き
る
こ
と
と
そ
の
限
界
、

正
し
い
知
識
を
理
解
す
る
こ
と
、
必
要
に
応
じ
専
門
医
へ
の

相
談
に
つ
な
げ
る
と
い
う
啓
発
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

聞
こ
え
に
つ
い
て
は
複
雑
な
要
素
が
あ
り
、
補
聴
器
で
全
て

の
方
の
問
題
が
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
き
こ
え
の
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
へ
の
補
聴
器

購
入
の
補
助
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
室
内
で
遊
べ
る
環
境
整
備
は
、
公

共
施
設
の
再
編
で
生
じ
て
く
る
遊
休
ス
ペ
ー
ス
や
跡
地
活
用

な
ど
で
ニ
ー
ズ
を
充
足
さ
せ
る
と
聞
く
。
し
か
し
施
設
の
再

編
だ
け
で
な
く
、
既
存
機
能
の
移
転
な
ど
も
含
め
て
優
先
的

に
室
内
で
遊
べ
る
環
境
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
時

点
で
具
体
的
に
活
用
を
検
討
し
て
い
る
施
設
は
あ
る
か
。　

答
（
市
側
）
　
こ
ど
も
計
画
お
よ
び
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
係
る
就
学
前
児
童
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、
雨
の
日
に
遊
べ
る
場
所
が
欲
し
い
な
ど
、
室
内
の
遊

び
場
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
る
。
室
内
で
の
遊
び
場
の
整
備

は
優
先
順
位
が
高
い
と
考
え
て
お
り
、
公
共
施
設
の
再
編
を

行
う
中
で
積
極
的
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

図
書
館
を
含
む
文
化
ゾ
ー
ン
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は

な
く
、
ど
の
公
共
施
設
に
お
い
て
も
機
能
移
転
な
ど
再
編
を

進
め
る
中
で
、
そ
う
し
た
空
間
の
創
出
が
可
能
か
を
選
択
肢

に
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健康保険証廃止に伴う短期証の扱いについて／
マイナ保険証と健康保険証について／訪問介護
事業所への支援を／水道事業について　　　　

請
願
・
陳
情
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

せ
い
が
ん

ち
ん
じ
ょ
う

＊
指
定
様
式
は
、
議
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
用
意
し
て
い
ま
す
。　
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旧開田保育所跡地の
検討状況は

本市図書館の貸出
冊数の運用は
輝（かがやき）
干場　志都恵

介護予防・日常生活支援総合事業／健幸すぽっとの
びのび苑／市民活動サポートセンター／観光戦略

その他の
一般質問

駐車場事業特別会計に関して　　　　　　　その他の
一般質問

新たな産業文化会館
に民間活力の活用を
平成自民クラブ
中小路　貴司

平成同志クラブ
三木　常照

地域健康福祉の推進に関して　　　　　　　その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
新
庁
舎
の
南
側
に
位
置
す
る
旧
開
田
保
育
所
跡

地
に
つ
い
て
、
現
在
は
新
庁
舎
建
設
工
事
期
間
中
の
公
用
車

駐
車
場
や
、
工
事
現
場
事
務
所
と
し
て
暫
定
利
用
さ
れ
て
い

る
。
新
庁
舎
が
完
成
す
れ
ば
、
こ
の
跡
地
は
新
庁
舎
の
に
ぎ

わ
い
施
設
な
ど
と
の
連
携
や
相
乗
効
果
な
ど
に
よ
り
、
大
き

な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

旧
開
田
保
育
所
跡
地
や
新
庁
舎
の
に
ぎ
わ
い
施
設
に
お
け
る

検
討
状
況
や
今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
旧
開
田
保
育
所
跡
地
は
中
心
市
街
地
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
商
業

施
設
な
ど
を
含
め
た
活
用
を
前
提
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

事
業
者
へ
の
調
査
の
結
果
、
跡
地
活
用
に
関
す
る
幅
広
い
意

見
や
、
不
整
形
の
土
地
形
状
、
バ
ス
停
車
帯
や
建
物
の
高
さ

へ
の
配
慮
が
必
要
な
ど
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
来
年
度
は
民
間
事
業
者
の
参
入
可
能

性
や
活
用
手
法
に
関
し
、
本
格
的
な
調
査
に
着
手
し
た
い
。

問
（
議
員
）
　
図
書
館
の
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
本
の
貸
出

し
は
、
図
書
館
の
役
割
を
反
映
す
る
１
つ
の
指
標
で
あ
る
と

考
え
る
。
図
書
館
法
で
は
貸
出
冊
数
の
上
限
は
明
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
自
治
体
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
長
岡
京
市

立
図
書
館
で
は
一
人
あ
た
り
５
冊
ま
で
２
週
間
貸
し
出
す
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
図
書
館
が
上
限
を
５
冊
に

設
定
し
て
い
る
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
貸
出

冊
数
を
増
や
す
こ
と
は
可
能
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
図
書
館
で
は
多
く
の
市
民
に
公
平
に
図
書

館
資
料
を
利
用
い
た
だ
く
観
点
か
ら
、
図
書
館
の
蔵
書
数
と

利
用
者
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
貸
出
冊
数
の
上
限
を
５

冊
と
定
め
て
運
用
し
て
い
る
。
貸
出
冊
数
上
限
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
現
行
の
５
冊
を
10
冊
ま

で
引
き
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
市
民
が
よ
り
多

く
の
図
書
と
出
会
い
、
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
利
便
性
向
上
に
努
め
た
い
。　
　

問
（
議
員
）
　
新
庁
舎
の
産
業
文
化
会
館
部
分
に
は
、
ホ
ー
ル

を
含
め
た
貸
室
、
商
工
会
事
務
所
が
入
居
さ
れ
、
市
役
所
機

能
と
一
体
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
が
期
待
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
産
業
文
化
会
館
の
管
理
・
運
営
は
行
政
だ

け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
の
知
恵
や
関
わ
り
な
ど
に
よ
り
、

機
能
や
魅
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
新
し
い
産
業
文
化
会
館
は
、
民
間
活
力
を
最
大
限
に

活
用
で
き
る
管
理
手
法
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　
　

答
（
市
側
）
　
新
し
い
産
業
文
化
会
館
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
や

市
民
広
場
、
に
ぎ
わ
い
施
設
が
同
一
フ
ロ
ア
で
一
体
的
に
活

用
で
き
る
複
合
施
設
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
複
合
的
な
機
能
を

活
用
し
て
魅
力
的
な
施
設
と
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
柔
軟
な
発
想
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応

が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
て
民
間
活
力
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
選
定
基
準
な

ど
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。　

長岡京市議会公式 Facebook
ふ ぇ い す ぶ っ く

Facebookページ「京都府長岡京
市議会」では、さまざまな議会の
情報を発信し、適宜更新しており
ます。　　　　　　　　　　　　
Facebookのアカウントをお持ち
の方は、今後ともどんどん「いい
ね！」「フォロー」「シェア」を
お願いします。　　　　　　　　
Facebookのアカウントを持って
いなくても閲覧できます！　　　
ぜひ一度、ご覧ください！　　

☜ QRコードからチェック！


